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今年度の福岡県立三池高校同窓会幹事は私たち30回生、高校を卒業して四半世紀以上がたってしまったわけです。テーマは同じ空を見て学んだ。すごいキャッチを平野君（電通のお勤め）が作ってくれました。その効果からか、私は、８月１３日の朝、羽田から福岡空港におり立ち、偶然にも羽田では、野口君と会って、奇遇にも同じのフライトでした。

野口君とは、今年の東京の同期会で初めて気軽にお話をした仲間で、東京で知り合った友人では、ありえないような心の絆を感じます。高校、大学と同じ森君をはじめ、同級生とは、自分の性格からなかなか積極的に連絡もとらなかったのですが、黒田君のBBSをきっかけに今回の同窓会に参加し、同級生の絆と大牟田の現状を再確認し、私が思うこの町の将来について、少し記述したいと思います。

その日、偶然に野口君と羽田空港で出会い、一年間を過ごした博多の町を、やっぱ博多の女性はきれいだなと鼻の下を伸ばしながら散策。することもなく天神周辺をうろうろして西鉄電車で午後２：００頃に新栄町に下りました。私は、稲田君と同じく中友小学－松原中学出身です。稲田君は、地元では有名な豆菓子の大手、いなだ豆の経営者の方で、大切な幼馴染です。

私は、まだ三井系企業が元気なころに、幼少を繁華街で暮らしておりました。私が小さなころには大牟田川は、染料で色が変わる七色川と呼ばれており、小学校の作文でこの川を魚の泳げる川にするといった作文を書いたら、同級生にいじめにあった事を今でも鮮明に覚えています。今回、西鉄大牟田線で新栄町におりてから中友町まで、過去にもない猛暑の年であるのに、あまり暑さも感じずに、歩きこの町の現状をしっかりと目に焼き付けてきました。やはり自分の人格が形成された町の現状を見ると感慨深いものがあります。

ちなみに私は、亡き父との約束で、いずれは大牟田に帰ることを条件に三井金属に入社したのですが、その三井金属に入社したときの直属の上司がなんと三井では数少ない大学の先輩（同大学の機械科は２人だけ）であり、その後インクスというベンチャー会社を起した山田社長だったのです。今回大牟田を見て、親戚の人と、知り合いの人に大牟田どうかと聞かれるので、同級生の皆さんに外から見た大牟田のレポートを少ししたいと思います。

1 高齢化社会の先進としての大牟田

昨年9月の時点で、高齢化率は２６、１％　65歳以上の人が市民の4人に1人・・・
ここ1，2年であっという間に２５％を超えました。全国平均高齢化率１８，９％
、日本一の高齢化が進んでいると聞いています。当然といえば当然ですが、重厚長大産業を支えていた、基盤産業がこの町のメイン産業なのですから、この産業に生きた人がそのまま、日本の高齢化に伴いこの町にいるわけです。

残念ながら、この状況は私たちの親の世代がいなくなるまでの後１０年以上は続くと思います。そういう意味では、この１０年程度は、人口は減りつづけるでしょうし、問題は団塊の世代です。我々より１０年以上年をとった人が、この町にどれくらいいるのかがキーとなるでしょう。

企業としては、安価な若い労働力がない限りは、投資をしないわけですから、この状況をしっかり、見据えて対応する必要があります。どちらにしても、中国に生産はしばらくはシフトしていきますので、期待はできません。


高齢化の情報は、森田さんからの以上のようなBBSでの書き込みで正確な数字が知る

とができました。大牟田は、全国平均に対して７．１％も高いということですね。でも

これが乗り切れれば、大牟田の景気は、＋に転じるかもしれませんね。

森田さんとは、高校時代に、地歴部という部活動をご一緒にさせていただいた数少ない女性の友人です。高校の時より、現在の方がパワーが上がったなと感じるエネルギッシュな方で、このような方が現在の大牟田を支えてくれているのだろうと思います。


　ある本によると２０１３年までが全国平均の国民所得のピークであり、２０３０年では、ピークから落ち込んできますが、２０００年（今のレベル）と同じ所得になるようです。
そのころ私たちは、７０歳位になっていますが、まあ、全体としては、食うに困らない生活が味わえた時代にいきた事になります。老後の蓄えはしっかりと！！


　問題は、私たちの子供たちでしょうね。特に、大都市圏は、これから本当の高齢化が進みますので、地方とは、違いお金のない人にとってはとても済み難い（貧富の差が激しい）所になって来るでしょう。欧米で起こった経済の動きは、自由経済圏においては、同じ傾向を歩んでいくことは歴史が証明していると思います。


では、少し続きを


② 適正な現在の大牟田の人口とは

高齢化を考えた場合、ここ１０年の適正な人口は一体何名でしょうか？７０％の落ち込みを考えた場合は、８－９万人が適正な人口構成になるのでしょう？これは、大牟田と言う町が１/3に縮小する事であり。小学校から、病院まで、それの規模にあわせたインフラを整える必要があると思います。（数値は精査する必要がありますが）

　特に、現状の公共事業としての過大投資は、１０年後以降にも負債として戻ってくるので、最小にする必要がありますね。今まで５人家族の家が３人になる時に、増築する人はいないのですから、メンテを考えた場合、むやみな拡大は禁物です。
多くの自治体が後のメンテナンスの費用を考えずに景気刺激策として、不要と思える設備を導入して動いていないことは周知の事実です。
投資はしなければなりませんが、人口の減少を考慮した、投資を行う必要があると思います。
　次に問題になるのは、今の高齢者がいなくなった時の人口構成（働ける人）と文化の高さです。特に文化の高さは、教育に依存しますので、現役で中核を担っている同期諸君の力にかかっていると思います。
　省力化した公共投資、設備投資を行いながら、それをうまく運営できる知力がある若者が育たないといけないのです。同じ投資効果で賃金が１／２０である中国（次はインド）に生産性でかなうはずもないのです。


　生産性の向上ではなく、生産物に知的付加価値を創造できる人材を育てる事が重要になってきます。例えば携帯電話でメーカーは儲かっていませんが、ソフト会社は儲かっています。でも携帯電話は作っていかない限り、そのソフトは進化しないので、売上げも伸びないのです。生産をしないのではなく、その生産物に付加価値をつけられる人材が重要になってきます。これからはどこでもネットで仕事ができますので、地方都市が不利になることがなくなってきます。その人材を地方に残すことが難しいのでしょうが、

最も難しいのは、その人材を育てることとその人材をその地方に残す事です。現在オリンピックで水泳が金をたくさんとっていますが、これは、水泳という科目の先生が教育プログラムを開発し、人材を育てたからです。もし、北島さんが日本を捨て、海外に移住してしまったら、その金は、海外のものですね。同期の多くの方は、学校の先生をされていますので、難しい時代に太刀打ちできる人材育成がキーですね。森君よろしくお願いします。森君は私の数少ない三池高校から大学までを過ごした貴重な友人です。現在は柳川高校で教鞭をとられています。
3 町の繁栄は、収入（個人所得、事業税、）－出費（教育、福祉、娯楽、）が＋になること

　

町の繁栄とは、何でしょうか？高度成長時代とは違い、すべての日本人が高齢化と少子化及び、実態経済としてのＧＤＰの減少に直面していくこの時代に、家計と同じように毎年、収入－出費が＋にならない限りは、町も繁栄できないと思います。

現在、企業は成長率ではなく、利益率で株価が評価されるようになっています。

これは、儲からないことはやれない、やれば株主から訴訟を受け、経営者が辞めさせられてしまうシステムです。アメリカでは、この方法は、すでに一般的なやり方であり、評価は四半期毎に利益を公表されます。

人口の減少による成長ができない構造の中で、コストを考えた場合には、今までの製造業のやり方では、海外の安価な頼る経営者が多いのもこの為です。でも失敗して戻ってくる企業が多くなって来ましたが、長期戦略を考えると、一般化した製品はすべて海外に行ってしまうでしょう。

また、アメリカは日本に比べて若い国になっています。戦争の問題と高齢化が進まないことも原因でしょうが、ここ１０年以上は、働き盛りの国になっています。労働力という観点では、日本よりコストパフォーマンスが良いのです。インディアナに駐在した時のアワリー（時給労働者）は＄6．5だったと思います。生産だけを考えたら日本よりアメリカが有利なのです。東さんには怒られると思いますが、将来の子孫のために、明日からマクドナルドのハイコレステロール食品をみんな夕食で食べましょう（笑）東さんは東京で栄養士のお仕事をされている方です。アメリカ型の食生活は、日本の子供の体型を変えていますので、注意が必要です。（これは、親の問題です。）

その反面、自分たちの両親、親族、子供たちの生活を豊かにし、支えてくれる教育、医療福祉といったサービスがなければ、その生活は成り立ちませんよね。映画や音楽、石松の好きな居酒屋、カラオケなどの娯楽施設も重要なファクターです。同窓会の2次会のカラオケ屋がなくなってしまうことを考えられませんね。

町の繁栄（暮らしやすさ？）を考えた町作りとは、単なる公共投資や企業誘致ではすまない時代になってきています。②でも記述しましたが、単なる労働力としての評価では、いくら四つ山近辺の物価が日本一安いとは言え、中国の内陸部、インドなどの賃金単価で豊かな暮らしができるわけではありません。

昨年、一昨年と台湾、韓国、上海、香港と携帯電話に金型関連で出張に行きましたが、現地人と日本人のエネルギーの違いを感じます。（ハングリーといったほうが良いかも）

パワーの差は、寺田さんパワーと謎のバンビさんとの位の差があります。

―例が良くないかな？バンビさんとは、一年、2年とも同じクラスでやる気を見せないのが特徴の方です。でも本当はとても賢いやつで私は大好きです。

香港の先に中国本土でシンセンという町があります。当然、どこの工場でも三交代です。

夜の10時位から夜勤が始まるのですが、労働者は、下を向いていくのではなく元気一杯に明るく笑いながら歩いています。まるで、日本の若者が六本木に遊びに行くような感じで仕事に来ています。これを見た瞬間には、日本での物作りは、本当に危ないなと感じずにはいられませんでした。

今までの概念である大量生産は自然と中国インドに移ってしまうのでしょうね。但し、その前提条件は、現地生産品の品質をどう保つかが現在の成功の大きなファクターだと思います。謎の中国人をよく知っていますが、アメリカ人よりもっと、個人主義、秘密主義です。品質は、全員共通の取り組みを行わないと絶対に向上しないので、文化の変化が必要です。しかしながら、時間が解決してくれる部分が多くあり、最後には、ある程度の品質の向上につながり、チャイナブランドのイメージが大きく変わるかもしれません。

　ここまで書くとネガティブと思われるかもしれませんが、私は大牟田をそんなに心配はしていません。また、この同期会に出席させていただき、何とかなるなと感じ始めていまし、何とかしないといけないと想っています。現在の大牟田の状況は、最悪期から脱出して、けっして悪くないと思います。

４年前？のはじめて出席した同期会で大牟田を見たときには、辛うじて、松屋が存続をかけてやっていましたが、イギリスからデパートがなくなったように自然の摂理で、現在は生まれ変わっていますよね。景気の指標の代表である新車の登録台数も、プラスに転じているのではないでしょうか？（確認が必要ですが）大牟田の町を歩いていたら、新車をよく目にしました。（日産の新店舗もできていましたしね）しかし、これは一時的な回復であり、ここ10年間が本当の勝負だと思います。

なぜ今後の１０年が勝負―変なことを言うと思われるかもしれませんが、全世界的に大量生産の時代が終わり、生産体系が変わってきているのです。その代表例が商品で言えば携帯電話です。発売された当時は2万円の携帯が半年後には1円ですね。また、開発体制も変わってきています。

米国ではすでに付加価値の低い製品については、台湾、中国本土に委託開発を行っています。コスト的には、優秀な米人１人の賃金で、米国で博士号を取得した中国人が上海では数名雇えるのです。その優秀な人材が現地で生産を行うわけですから、効率はものすごく上がってきます。

米国では、ある製品においては、コンセプトをだせば、後は、現地で製品まで開発できるようになってきています。米国にいかれた方は、店先の商品が中国製と書いてあるのを見るでしょう。日本と違い米国では、すでに国内生産をある意味、切り捨てています。

但し、日本は米国ほどの地下資源、食物の自給力を持っていないので、同じようには行きません。そのため、生き残りをかけて大量生産からの脱皮を図りはじめています。

その新生産体系に合わせるように各企業は、大量生産の象徴であったベルトコンベヤー方式からセル生産方式に転換しようとしています。

セル生産方式で有名なのがキヤノンですね。大分の工場では、セル生産方式が活躍しています。ラインとセルの違いは、工程間の滞留と設備投資です。大掛かりなラインは、稼動させない限り、その設備投資だけで、大きな荷物を背負うことになるのです。

このような生産体系の変化は、日本での大量生産の否定なのです。10年間同じ製品を作っていればよかった時代は終わり、短期間の生産でいかに儲けるかまた、赤字を出さないか？を必死に模索しています。また、継続して新機種を開発しつづけながら利益をだす事が、企業の存続の前提条件になっています。

また、生産性の問題についても考える必要があります。大量生産の場合は、同じロットの製品を以下に品質を安定させ、継続的に供給することが利益の原資であったのですが、このような生産体系の変化する時代には、携帯電話型量産方式（短期ピーク型量産）ができる生産方式が必要になります。

短期ピーク型量産とは、必要な製品を必要な数だけ生産する仕組みの事です。例えば、10年間で１００万個の生産していた商品が、1年間で10万個、利益１０％を確保できるとする前提条件で何も設備投資をしないで、１年間に50万個を生産できる方式です。生産原価はある一定以上は大きくなりませんので、50－10＝40万個の製品が一瞬で増産できれば、利益率が10％から30％程度まで大きく伸びてくるのです。但し量産には製品をつくるための金型が必要であり、現在いなくなりつつある熟練職人でしかできないという大きな課題を抱えています。

現状の大量生産方式においても、短期的にみれば増販効果は、同じ様に収益がでます。しかしながら、その商品のためだけに設備投資をした場合、その投資の原価償却という大きなお荷物を引きずるのです。日本の設備償却の年数は中国より長く、設備では、8年―15年を毎年事に分けて償却します。

今の時代に15年先まで耐えうる設備などあるはずもないのです。皆さんの5年前のPCで画像を見ようと思うと、大変ですよね。森田さんの笑顔は、古いPCの方が美しく見えるかもしれませんが。（ごめん、一応地歴部の同士です。）これが設備の不良資産化（遊休設備などと呼ぶようですが）になり、企業の未来への負債になるのです。

投資と税金については、国政としての対応が必要となります。税制は基本的に、単年度で償却費が少なければ、企業利益が上がるため、税金（事業税は５０％です）を多く支払えてもらえるのです。これがいわゆる市の財源の一部です。但し、企業が存続しない限り、税金が入ってこないので、生産体系の変化に伴った税制制度が重要になってくると思います。但し、税制上の各種の問題などがあり、これまた、解決するのが厄介です。

また、短期ピーク型生産方式が成功すれば、一人当たりの生産性が数倍、数十倍になりますので、人口の減少を補う仕組みになってきます。少人数で今までの生産の２倍をこなせれば、豊かになる可能性があるでしょう。賢いウサギが１５０倍の生産性を出せば、後の１４９人の同期はみんなでカラオケ？ができるでしょう。頑張れウサギ！！日本のために！！

但し、ウサギが２４時間？働いても、バンビが夜中を徘徊しても生産性には限界があるため、寝ないコンピューターを利用した仕組みでの対応が必要になります。売れる商品をいかに世に早く出し、ハイサイクルの世の中を乗り切って行くことが各企業において、最重要課題なのです。そのためには、商品を開発する期間をいかに短くするかが現在の企業の命題になっています。

醜い？（賢い）ウサギさんのご指摘とおり、その開発期間を短縮する方法が3次元ＣＡＤ（コンピュータ－、エイディッド、デザイン）とか、ＲＰ（ラピッド、プロトタイプ）と呼ばれる。コンピューターをサポートにした新しい開発形態です。また、製造業においては、コンサルティング等の導入で、今までの仕事のやり方を否定し、変革を起す事が、現在一部の優良企業が導入されています。どこでも、生き残るために、新しいやり方を模索模索しています。

以上のような環境の中で、インクスという会社は、開発工程の革新を行うため、色々なことを各企業にソリューションを提供しています。（会社の宣伝です－ここから先のご質問については、企業コンサルのため有料です。－笑）

· 早坂さんへ、RP関連の技術説明については、後日しますね-この前提条件をお話しないとなかなかわからない技術なのです。興味を抱いていただいて大変光栄です。高校時代はお話がしたかったのですが、やっと話せてうれしい！

現在のように通信インフラが整いはじめると、３Ｄデータ（ＣＡＤ）を作ってしまえば、どこでもものつくりが可能になってきます。私は今、名古屋事務所にいますが、新宿とは高速回線が引かれているため、２画面を使い、片方はTV会議、片方はCADのデータを共有して、作業は新宿、画面を見て指示をしているのは名古屋という形態のコミュニケーションをとっています。ですから、もう場所は関係ない時代に突入しています。

但し、今は過渡期ですので、醜いウサギさんがバーチャルで大牟田での宴会に登場の日も近いと思います。－石を投げてもあたらないので（笑）

例えば、建築のコンペがあったとしましょう。全世界から人が集まって現在はプレゼンを行っていると思います。TV会議を活用し3次元CADとRP装置を使ってしまえば、後は時差と英語力の問題だけになってしまいます。東京で作成し、データを瞬時に送り、ニューヨークでRP装置を使い、製造すれば、自分が伝えたい製品を相手が触って、見て、考えることができます。

百聞は一見にしかず、と言われますが、いくら文書、言葉で伝えたとしても目で吸収できる情報量は１００倍とも言われているので、効果が絶大です。

医療の現場にもRPが活用され始めているのも、医者と患者の関係が対等になっており、コミュニケーションをしっかりしないと、医者自身が危うい状況になってくるので、このような技術が発達してきています。雄弁なお医者様は、私はあまり信用しないのですが、何にも、言わない医者も問題ですね。私の最後はきっと平田先生が見取ってくれると思っていますが、どうでしょう？

このような状況化で、大牟田を考えた場合、東京圏と比較して、また、中国、インドと比較して、知的労働力になりえる人材がいることが地域の繁栄には重要です。ものづくりにおいて、その知的労働力を地域に集めるための、企業なり、地域特色なり、文化の高さが必要なのです。

また、ボーダーラインが世界的になくなってくるわけですので、公用語としても言語（注：大牟田弁ではありません）の英語が知的労働者には、必要不可欠になります。現在の語学教育の中で、中学から大学卒業までの10年間で英語が使いこなせる人は何％でしょうか？私も高校時代に英語ができていれば、人生かわっていたのにといつも、後悔しています。英語教育の部分は松尾光太郎君が頑張っているので、期待？しています。

日本の中で、知的労働者をそろえるためには、すみやすい地域のブランド化戦略というものが必要になってきます。地域のブランド力とは？

それは今、考え中、、、です。次回は来年かも知れません。ご清聴ありがとうございました。

あとがき

後１０-１５年程度で、私も大牟田に戻りたいと思っています。以上の事は、ご指摘もたくさんあると思いますが、私見として、前向きに考えた場合のレポートです。次回に我々が幹事をやるときには、ずいぶん変わった町になったと思えるようにしたいと思います。では、今自分のできることは何かを問われると困ってしまいますが、まあ、頑張って稼ぎ、自分を磨くことだと思っています。

明日から、また生き残りのための戦いが始まります。そのとき頼りになるのが皆さん、同級生なのです。同じ空を見ながら学んだみんなが、大牟田の将来を考え、実行する。それ以外に未来は拓けないと思います。一緒に拓きませんか？


井形　哲三
